富山県防災会議　第1回原子力災害対策部会　議事要旨
１　日時
平成２３年９月２日(金)１０：３０～１２：００

２　場所
富山県民会館３０２号室
３　出席者
　　　２１名（出席者名簿別紙のとおり）
４　配付資料
　　資料１：富山県地域防災計画（事故災害編　第６章　原子力災害対策）の見直しについて
　　資料２：東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う富山県のこれまでの取組み

　　資料３：福島第一･第二原子力発電所における原子力災害への対応（概要）
　　　　　　　平成23年8月12日原子力安全委員会 原子力施設等防災専門部会 防災指針検討ワーキング
グループ資料（原子力災害対策本部事務局作成）

　　　資料４：原子力安全委員会の検討状況について

　　　資料５：志賀原子力発電所の概要等について

　　　資料６：明石専門委員からの提出資料

　　　参考資料１：富山県防災会議委員名簿

　　　参考資料２：富山県防災会議原子力災害対策部会委員名簿
　　　参考資料３：防災会議関連法規

５　議事概要

　　・会長（知事）の挨拶に続き、資料１～４について、事務局から説明後、資料５を北陸電力

　　　（オブザーバー）から説明。

　　・各委員から富山県地域防災計画（事故災害編　第６章　原子力災害対策）の見直しにあた

り、重要なポイントと考えられる点について発言。

【各委員からの発言要旨】
・富山県の計画が全国に発信できるものになることを期待している。

　　・風評被害については、福島のものを受け入れることができるか。他人に厳しく、自分に甘
くなっていないか、自らを問いなおす必要がある。

　　・原子力について、正しく知って、正しくこわがることが大事。
・ＥＰＺのあり方について、国では東電福島事故、ＩＡＥＡ（国際原子力機関）の基準等を
踏まえて検討が行われている。富山県でもこれを踏まえて検討すべき。

　　・富山県は、現行ではＥＰＺの範囲外にあるが、中越沖地震(H19)などを踏まえてリスクを
認識し、地域防災計画における原子力災害対策の追加や、モニタリング体制の強化など、
非常によくやっておられる。

　  ・専門知識をもった人材の育成・確保や研修・訓練の実施が大切である。
　　・国家レベルの支援体制と自治体の役割をどこで線引きするかがポイント。

・長期にわたり屋内での避難生活が続くため、生活習慣病の予防に配慮すべき。また、健康
不安や健康障害に対するメンタル面でのケアも必要。

・高岡市でも、住民の不安を解消するため、原子力災害対策の見直しを検討中。

　　・住民の安全安心の確保と不安解消には、正確な情報の収集・提供が必要。
　　・広域的な避難計画を構築するため、避難基準の明確化が必要。
・ＥＰＺの範囲はしっかり見直してほしい。

　　・安全協定の締結について県が中心となって進めていくことが大事ではないか。
　　・国民保護計画と連動して、原発テロのリスクも踏まえるべき。

・消防関係者が放射能のことを理解できるようにしてほしい。

　　・医師を対象とした研修が必要である。

・学校で放射線の正しい知識を身につけることが大切であり、まずは教員の研修から始めな
ければならない。

























